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闘
女
性
で
す 。
父
が
肺
が
ん
に
な
り 、
治
療
を
受
け
る

J

と
に
な
り
ま
し
た。
肺
が
ん
は
脳
に
転
移
す
る
こ
と
が
あ

頁｝

る
と
聞
き
ま
し
た。
ど
の
よ
う
な
症
状
に
注
意
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
？

頭
蓋
内
に
発
生

す
る
腫
瘍
の
中

＇
 

で、
脳
以
外
で
発
生
し
た
が

ん
が
血
流
を
介
し
て
脳
に
転

移
し
た
も
の
を
転
移
性
脳
腫

瘍
と
言
い
ま
す。
脳
腫
瘍
の

約
お
％
を
占
め
る
と
さ
れ
ま

す
が、
近
年 、
高
齢
化
や
M

R
I

な
ど
の
検
査
技
術
の
向

上
に
よ
り
発
見
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
り
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す。

転
移
性
脳
腫
瘍
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
が
ん
は
肺

が
ん
が
最
も
多
く
(
46.
1

％）
、

次
い
で
乳
が
ん
(
14

•
5
%）

、
大
腸
が
ん
(
6

.
0
%）

、
腎
が
ん
(

4.

2
%）
と
な
り
ま
す 。
症
状

は
さ
ま
ざ
ま
で
腫
瘍
の
大
き

さ
や
発
生
部
位
に
よっ
て
異

な
り
ま
す 。

非
常
に
小
さ
い
腫
瘍
は
検

査
の
中
で
偶
然 、
発
見
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す。
逆
に、

腫
瘍
が
大
き
い
場
合
に
は
腫

瘍
の
周
囲
が
腫
れ
（
脳
浮

撼
島
大
学
病
院

脳
神
経
外
科
講
師

短期間で進行早めの検在を

部
位
に
よ
り
症
状
さ
ま
ざ
ま

ウェルニッケ
（感覚性言語中

運動野（一次運動野）

体性感覚野

合野

腫）
、

頭
蓋
内
の
庄
力
が
高

ま
る
こ
と
で
生
じ
る
頭
痛
や

嘔
吐 、
意
識
障
害
と
い
っ

た

重
篤
な
症
状
で
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す。

初
期
症
状
と
し
て
最
も
多

い
の
は
脳
の
機
能
が
阻
害
さ

れ
る
こ
と
で
生
じ
る
身
体
的

な
症
状
で
す 。
脳
は
場
所
に

よっ
て
担っ
て
い
る
機
能
が

異
な
り
ま
す 。
脳
腫
瘍
の
発

中
島

公
平

生
部
位
に
よ
り
そ
の
機
能
が

障
害
さ
れ 、
発
症
し
ま
す。

前
頭
葉
で
は
手
足
の
脱
力

（
片
ま
ひ）
や
言
葉
が
出
て

こ
な
い
（
運
動
性
失
語）

、

判
断
力
低
下
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ 、
側
頭
葉
で
は
言
葉

が
理
解
で
き
な
い
（
感
覚
性

失
語）

、
幻
聴 、
幻
臭
な
ど

が 、
頭
頂
葉
で
は
半
身
の
感 ，

覚
障
害
や
計
算
が
で
き
な

い 、
左
右
が
分
か
ら
な
い
な

がん何でもクイズ
がん予防のためrは、 五つの健康的な生
活習慣(1、 禁蘊 2、 節酒 3、 食生
活 4、 0000 ·. 5、適正体重の維持）
．の実践が重要です。0000は何ですか。
①身体活動②経済活動③温泉巡り

行こうよ！がん検診

ど
の
症
状
が 、
後
頭
葉
で
は

視
野
の
欠
損 、
小
脳
で
は
歩

行
時
の
ふ
ら
つ
き
や
目
ま
い

な
ど
が
現
れ
ま
す。

こ
の
よ
う
に
発
生
部
位
に

よ
り 、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

見
ら
れ
ま
す。

転
移
性
脳
腫
瘍
に
対
す
る

治
療
法
は、
放
射
線
治
療
や

外
科
的
治
療 、
化
学
療
法 、

浮
腫
や
痛
み
に
対
す
る
治
療

な
ど
の
保
存
的
治
療
が
あ
り

ま
す。
治
療
法
の
選
択
は
患

者
の
年
齢
や
全
身
状
態 、
原

発
巣
の
状
態
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す。

病
変
が
小
さ
く
複
数
の
箇

所
に
あ
る
場
合
に
は
放
射
線

治
療
を
行
う
こ
と
が
多
く 、

病変
が
3五ン
以
上
あ
り
単
発

で
全
身
状
態
が
良
好
な
場
合

に
は
全
身
麻
酔
下
で
開
頭
し

腫
瘍
摘
出
す
る
外
科
治
療
が

選
択
さ
れ
ま
す。

襄
は
短
開
で
進
行
す

る
こ
と
が
あ
る
た
め 、
前
述

の
よ
う
な
症
状
や
気
に
な
る

点
が
あ
っ

た
場
合
に
は
主
治

医
に
相
談
し
て
早
め
に
C
T

や
M
R
ー
と
い
っ

た
画
像
検

査
を
行
う
こ
と
を
勧
め
ま

す。 がんに関する質問は
徳島がん対策センタ ー

電話 088 (634) 6442

圏塁霞


